
Keep（あなたの団体の現状は） Problem（問題や課題は何か） Try（どう挑戦・克服するか） まとめ（話し合った事柄）

（意識の差） （高齢化） （熱意/スキルアップ） １、意識やスキルUP

貸館ホールはボランティアに 高齢者が多いので今後の活動に ボランティアと言っても「プロ」 　⇒　研修を企画する

ついて認知度が全くない。 どう影響するのか。 のように出来ないとおっしゃる

前職の経験を生かせる団体に 方が居るが、少しでも近づき

参加した。 （意識の差） たい。 ２、会員の募集

アクロスでの音楽のお手伝いが ボランティア活動に対する思い、 スキルアップ 　⇒　タイミングをみて募集

多く楽しくやってる。 考え方の温度差がある。

自分中心の方の対応が必要。 研修制度がない。

（会員不足） 「協調性がない」 ３、コーディネーターの必要性

ボランティアが集まらない。 ボランティアをしていて近頃 （会員の募集） 　⇒　育成及び募集

継続者が少ない。 「まんねり化」していると 若い人材を募集する。

時間的余裕がないのか若者不在。 感じる。 市民参加の合唱団の公演が終了 ４、高齢化

貸館で市民参加の必要性を感じ したばかり、シニアが多く目的 　⇒　若者の募集に努める

ていないため、今後は市民団体に を持って参加する事に喜びを

飛び込むつもり。 感じていた。

このタイミングでボランティア

（人材不足） 活動に引き出したいと考えて

コーディネーター人材の確保。 いる。

募集・周知方法を変える。

（コーディネーター人材募集）

コーディネーターが不在だから、 ※１⇒は、今後の挑戦目標

必要だ。 ※２　団体名など固有名詞は割愛

※３　文言は一部変えてます
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